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今シーズン２回目のノーヒット

投手乱調・打線沈黙

７月２２日、寒川ふれあい公園野球場にて、プレジャーズとオープン戦を行った。この日は、
それ程日差しは強くはないものの、非常に湿度が高く、苦しい気候での戦いであった。
この日は、後攻でプレイボール。ここ数試合、打線の沈黙・投手乱調が続いている中で、先発
を奥村に託し、ゲームは始まった。が、しかし、今日の投手陣もピリっとしなかった。先頭打者
から３連続四球、ワイルドピッチで早くも自滅、はたまた、余裕の無いマウンド捌きを見過ごさ
れ、セットポジション状態で、２盗を許した瞬間にボークを取られ、初先発のマウンドは終わっ
た。９四球、６ワイルドピッチでは、踏ん張りようが無い感じがした。また、急遽２番手で登場
した、キャプテン藤井も準備が追いつかないままのマウンドだったのが災いして、自信初の６ワ
イルドピッチを許した。また、打線においても今シーズン２度目のノーヒットで終わってしまっ
た。投手の建て直し、打線の爆発は、なかまの復活を信じるしかないだろう。
そんな中でも、守備においては、着々にメンバーに浸透してきた事がある。それは、課題の連係。
先ずは、キャッチャー牧野が２盗を刺し、その後２、３塁間に牧野からの好送球にてランナーを
挟みアウトにするなど、連係に少しずつ明るさが出て来た。出来てきた事は、大事に維持し、課
題はメンバーで修正し、今後のゲームの勝利への糧にしたい。でないと、後半戦の公式戦は真っ
暗闇になってしまうから・・・・


